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（注意） 

１．問題冊子（表紙を含む）は２枚です。 

２．問題冊子は指示があるまで開かないで下さい。 

３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰って下さい。 

４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入して

も構いません。 

５．解答にあたっては、どの問題から解答しても構いません。ただし、どの問

題についての解答であるのかを答案中に明示してください。 

  



令和６年度（2024年度）金沢大学法科大学院入学試験問題 

 

試験科目 憲     法 

 

以下の問題について解答しなさい。 

 

問題１（２０点） 

次の事例を読み、［問い］に答えなさい。 

 

Ａは俳句を趣味としており、地元のＢ公民館での俳句教室に通っている。こ

の俳句教室において発表された句のうち、講師が秀句として選んだものが月に

５句程度、Ｂ公民館だよりに掲載されることとなっており、Ａはこの公民館だ

よりの秀句コーナーの常連であった。 

Ａはあるとき、街を歩いているとセクシュアルマイノリティの人々が同性婚

の権利を求めて行っているレインボーパレードに行きあった。Ａ自身は同性婚

について、積極的に支持しているわけでも反対しているわけでもないが、こう

した運動が堂々と行われるようになった時代の変化や、参加している人々が楽

しげなことに感銘を受け、このことを句に詠んで俳句教室で発表した。すると

講師はこの句を大変にほめ、秀句に選出した。 

Ａは次の月の公民館だよりに句が掲載されるのを楽しみにしていたが、発刊

された公民館だよりにはＡの句はなかった。講師に問い合わせてみると、政治

的な内容を含む句を載せることは公民館の政治的中立性に反するので載せられ

ないと公民館からいわれたため、別の句を選んだと説明された。 

Ａは、別に政治的主張をするつもりではなく、あくまで自分の心に沿って句

を詠んだだけであるのに、秀句に選ばれた句が掲載されないことに納得がいか

ない。 

 

［問い］ 

Ｂ公民館によるＡの句の掲載拒否は、憲法上どのように評価されるか。関連

する判例にも触れた上で、論じなさい。 

  

 

問題２（５点） 

憲法８９条にいう「公の支配」とはどういう意味か、説明しなさい。 

 


